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【
大
宮
盆
栽
村
１
０
０
周
年
に
向
け
た
研
究
ノ
ー
ト
】　

①
盆
栽
村
が
生
ま
れ
た
地

　

大
宮
盆
栽
村
は
令
和
7
年
（
２
０
２
５
）
に

開
村
１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。
今
号
か
ら

定
期
的
に
「
盆
栽
村
１
０
０
年
に
向
け
た
研
究

ノ
ー
ト
」
を
掲
載
す
る
予
定
で
す
。１
回
目
は
、

盆
栽
村
が
開
拓
さ
れ
た
の
は
ど
の
よ
う
な
場
所

で
あ
っ
た
の
か
、
土
地
の
歴
史
に
つ
い
て
振
り

返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

団
子
坂
（
文
京
区
）
の
清
大
園
を
は
じ
め
と

し
た
都
内
の
盆
栽
園
が
、
急
激
な
都
市
化
に
よ

る
環
境
悪
化
や
関
東
大
震
災
で
の
被
災
を
契
機

に
集
団
移
転
し
、
大
正
14
年
（
１
９
２
５
）
に

誕
生
し
た
の
が
「
大
宮
盆
栽
村
」
で
す
。
移
転

先
に
選
ば
れ
た
の
は
、
当
時
の
埼
玉
県
北
足
立

郡
大
砂
土
村
（
現
さ
い
た
ま
市
北
区
）
で
し
た
。

　

大
砂
土
村
は
、
明
治
22
年
（
１
８
８
９
）
の

町
村
制
施
行
に
よ
り
、
7
村
が
合
併
し
て
発
足

し
た
村
で
、
盆
栽
村
と
な
る
土
地
は
、
土
呂
村

と
本
郷
村
と
い
う
２
つ
の
旧
村
の
地
内
に
ま
た

が
っ
て
い
ま
す
。
本
郷
村
に
は
村
の
南
側
に
江

戸
時
代
の
新
田
開
発
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
大
き

な
飛
地
（
定
慶
新
田
）
が
あ
り
、
こ
の
飛
地
の

大
宮
と
春
日
部
間
の
開
通
と
大
宮
公
園
駅
の
開

業
は
、
北
総
鉄
道
が
総
武
鉄
道
に
改
称
さ
れ
る

昭
和
4
年
（
１
９
２
９
）
11
月
を
待
た
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
線
路
が
村
を
貫
通
す
る

国
鉄
東
北
本
線
（
現
JR
宇
都
宮
線
）
の
土
呂
駅

大
部
分
と
土
呂
村
の
西
側
一
画
に
盆
栽
村
が

開
拓
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
大
正
15
年

（
１
９
２
６
）
9
月
に
発
行
さ
れ
た
『
大
砂
土
村

盆
栽
村
附
近
明
細
図
』（
さ
い
た
ま
市
立
博
物

館
蔵
）
を
見
る
と
、「
か
え
で
通
り
」
と
名
付
け

ら
れ
た
盆
栽
村
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
が
「
大

字
土
呂
」
と
「
大
字
西
本
郷
」
の
「
大
字
境
」
と

な
っ
て
お
り
、
か
つ
て
の
村
界
に
当
た
る
よ
う

で
す
。

　

さ
て
、
盆
栽
村
開
拓
以
前
の
一
帯
は
「
源
太

郎
山
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
実
際
に
山
地

で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
台
地
上
に
広
が
る

こ
ん
も
り
と
し
た
森
林
地
帯
を
こ
の
名
で
呼
ん

で
い
た
よ
う
で
す
。『
土
地
台
帳
』
を
確
認
す
る

と
、
明
治
期
に
は
該
当
地
域
の
大
半
の
地
目

が
「
山
林
」
と
記
載
さ
れ
、
さ
ら
に
、
明
治
13

年
～
19
年
（
１
８
８
０
～
１
８
８
６
）
に
測
図

さ
れ
た
『
迅
速
測
図
』
を
見
る
と
、
森
林
の
主

要
樹
種
と
し
て
「
松
」
と
表
記
さ
れ
、
主
に
松

林
（
武
蔵
野
の
植
生
か
ら
す
る
と
赤
松
林
）
で

あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

（
１
９
８
３
年
開
業
）
も
ま
だ
存
在
し
ま
せ
ん
。

村
の
開
拓
当
時
は
、
大
宮
駅
か
ら
徒
歩
か
、
大

砂
土
村
内
を
南
北
に
走
る
県
道
（
市
原
線
）
の

乗
り
合
い
バ
ス
が
唯
一
の
交
通
手
段
で
あ
っ
た

の
で
す
。辺
鄙
な
立
地
の
森
林
に
道
を
造
成
し
、

　

こ
の
あ
た
り
は
、
土
呂
村
や
本
郷
村
の
村

人
が
分
割
し
て
所
有
す
る
私
有
林
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。
か
つ
て
は
薪
炭
な
ど
の
燃
料
や

肥
料
・
飼
料
な
ど
の
採
集
地
と
し
て
大
切
に

管
理
さ
れ
て
き
た
、
い
わ
ゆ
る
「
里
山
」
の

森
で
し
た
が
、
急
速
な
近
代
化
の
流
れ
の
な

か
で
有
用
性
を
失
い
、
次
第
に
荒
れ
て
行
っ

た
よ
う
で
す
。『
大
宮
盆
栽
村　

五
十
年
の

あ
ゆ
み
』（
大
宮
盆
栽
組
合
／
１
９
７
３
年

刊
）
に
は
、「
土
地
は
持
っ
て
い
て
も
地
租
が

か
か
る
ば
か
り
、
酒
一
升
つ
け
て
や
ら
ね
ば

貰
い
手
が
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
、“
一
升

土
地
”
と
い
わ
れ
て
い
た
。」
と
あ
り
、
地
主

が
持
て
余
す
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
い
た
と

み
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
は
交
通
の
便
が
良
い
大
宮
盆

栽
村
で
す
が
、
当
時
の
事
情
は
全
く
異
な
っ

て
い
ま
し
た
。
現
在
の
東
武
鉄
道
に
当
た
る

北
総
鉄
道
の
路
線
は
、『
明
細
図
』
が
発
行
さ

れ
た
大
正
15
年
の
時
点
で
は
大
砂
土
村
内
で

線
路
が
途
絶
え
、ま
だ
延
線
工
事
中
で
し
た
。

盆
栽
園
の
広
々
と
し
た
圃
場
と
し
て
切
り
開

く
の
で
す
か
ら
、
そ
の
苦
労
は
並
大
抵
の
も

の
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。　
　
　

　

と
こ
ろ
で
、
移
住
の
候
補
地
は
神
奈
川
や

千
葉
に
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
森
林
開
墾

の
労
を
押
し
て
も
、
こ
の
地
に
定
ま
っ
た
理

由
は
何
で
し
ょ
う
か
。
関
東
ロ
ー
ム
層
の
赤

土
と
水
質
が
良
く
、
盆
栽
培
養
に
適
し
た
環

境
で
あ
る
こ
と
、
観
光
名
所
で
あ
っ
た
氷
川

神
社
と
氷
川
公
園
に
近
く
、
北
総
鉄
道
の
敷

設
計
画
と
い
っ
た
将
来
性
が
見
込
め
る
立
地

で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
移
住
す
る
側
の
盆

栽
園
と
、
受
け
入
れ
る
側
の
村
民
の
利
害
関

係
が
一
致
し
、
1
万
坪
以
上
に
渡
る
広
大
な

土
地
を
賃
借
す
る
算
段
が
付
い
た
こ
と
な
ど

が
大
き
な
要
因
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
土
地
の
借
用
に
当
た
っ
て
は
、

大
砂
土
村
の
村
長
や
衆
議
院
議
員
を
務
め
た

地
元
の
有
力
者
・
小
島
善
作
が
仲
介
役
を
務

め
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
清
水
利
太

郎
（
清
大
園
）
と
小
島
善
作
の
賃
借
契
約
書

も
残
っ
て
い
ま
す
の
で
、
次
回
は
村
の
具
体

的
な
開
発
の
様
子
を
眺
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

（
当
館
主
査　

菅
原
千
華
）

※
次
回
の
研
究
ノ
ー
ト
は
12
月
号
の
予
定
で
す
。
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